
佐賀県文化財調査報告柑第100集

よ し のが り

吉野ヶ里遺跡
かんざ8 みたがわ かんざ^

佐買県神埼郡三田川町・神埼町に所在する

吉野ケ里遺跡の確認調査報告柑

'「'＂-

1
,
1
 

l 9 9 0年3月

佐賀県教育委員会



吉野ケ里遺跡

rig. I 

l 9 9 0年3月

佐賀県教育 委 員 会



序

吉野ヶ里遣跨の発堀調究は、エ戎団地造9戊計耐にともない昭和61年5月から実施 してまいり

ました。全国仮大規民といわれる環濠集落や墳丘店などの発掘は、多くの特色ある出：I: 品と相

侠って、弥生時代の媒落構造の変遷あるいは権力溝造を知ることができるものとして注目され

ています。

佐灯県では、吉野ヶ里辺跡のもつ学術的なl1':要性から、環濠集裕および周辺の広範な地域約

22hnを工業~l地計圏から係外し保存することに決定L ま した。 現在は集落の復元. I!'! 丘梨覆

民の殷骰、 Ill土品殷示館建設などの仮整偏を実!iL公1引しております。一方ではこの追跡の本

格的な保存と活月1を検討する委且会を発足させ、現在は晶本情想がまとまりつつあり、ま た。

このたび、文化財保護＇餡議会において史跡指定の答巾がなされ、本格的な保存整偏事察を実施

すぺく検討を政ねている段陪であります。

さて、当教行委U会では、これまで発揺された彬大な埜の出土品や調究記録の整理、検討を

おこなうととtに、平成元年度から遺跡の全体像を明らかにすぺく周辺の兌祝閾究を実施する

ことになりました。

今年度の腐先で、環濠集裕の規校は当初予想した以上に大きくなることが明らかになり ．集

落内部の広大な民有地には新たなJJt.fi:ふいらしい迅構や、細形鉗矛鋳型、錯塊を出土した迅構な

ど.1t煎な辺構 ・辺物が埋蔵されているこ とが判明いたしました。

本l'I'はその調査報告！りでありますが、これまで発掘された責料の整理分析や．今後の発掘閥

査が終了し、吉野ヶ里近跡の全容が明らかになるには．なお多くの歳月を変します。木料を学

術資科と してお役立ていたださ、吉野ヶ里追跡の今後の調先研究あるいは保存活Iりに関しま し

て．適切なご指導、 ご助酋を与えてくださいますようお顧い r~ し上げます。

最後になりま したが、潤査にあたり適切な御指導をいただいた文化庁はじめ詣先生方、なら

びに調査に協力いただいた佐伐県土地開発公社、神1が町教＃委μ会、 三ITTJII教訂委II会．地権

者の方々 、発掘に従事いただいた作菜uの方々には衷心より感謝をり1L上げます。

平成2年3/)31 F.I 

佐賀県教脊委員会

教育長 志 岐 常 文



例 言

I. 和年は佐賀県教廿委u会が!<lld!補助下亮として平成元年度に実施した市野ヶ毘遺跡の発揺

漑在報M'fである。

2. 潤在は佐j'(県教tf委H会が主体となり、神1が町教'ff委は会、 三111川町教'(f委H会の協力を

得て実施し／ふ

:l. /1¥」：j祖骨の尖渭図作成は閾1t.l'l.潤介補助且作業員がj,-ぷこない、 一部業者に委託した。

4. 出 1:ii'lt昴・滋物の11ぶtm彩は潤査uがおこな った。

5, /II.I磁物の整理や訊査記鉢類の整理は，'if./-ヶ里遺跡兌掘調査事務所でおこなった。

6. Fig. 2にJllいた吉野ヶ里滋跡群周辺遺跨分布凶はl云1土地理院が作成した25,000分の 1の地

形f•I 「久留米西部」 ．

跡 ・沿状追構）、SH

「中版1、

凡

「広沌」｀

7. 和和の執箱．編集l:t調'ff.員がJがこなった、・

（竪穴住届路）、 s J 

「佐灯北部」を使IllL t~. 

例

I. 逍構についてはトレン1・ごとに一述香号を付L、その前にSB(掘立柱足物跡）、SD

（史棺硲）．SK u・・墟） ． SP 

（溝

(:f: 墟姦）、

SX （性格1渭l逍情）の分類記号を付した。

2. 逍構の法はばIll単位、迅物の法~Iよcm単位を税則として用いた。

3. 逍構'½測,~,および本文中の北方位は、すぺて同tJ<iil~による。

1. 実瀾1・.qの船尺については、 トレンチ実ii!!柊は.200分の 1、追構佃別実渭図は60分の 1、遺

物尖illll1-Iのうち」．．器は 4分の I（哨118分の l)、その他の遺物は 2分の 11こ秘ーした。

5 .(11板の沿物番サは本文挿1刈中の遺物番・サに対比：する。
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I. はじめに

吉野ヶ里遺跡は．佐釘県神埼郡神頃町と三田川町の通称吉野ヶ巽丘陵上に所在する弥生時代

から中世に至るまでの大規択な複合遺跨である。

吉野ヶ里遺跡の発堀潟査は、神埼工業団地造成に伴い、佐賀県:!:地開発公社からの受託庫棠

とLて佐償貼教'ft委↓↓会が昭fll61年5/Jから 5年計画 （発掘 3年、賀科整理・報告l'I'作成2年）

で尖樟しているが、弥生時代の閃濠集裕や梨地群の全貌が明らかになりつつあった平成元年 2

月下旬以来全同的に注目されるに至って、 3/l上旬佐償県は、吉野ヶ里遺跡のも つ学術的な重

要性から.m濠集落およびその周辺の広範な地球を工業団地計囲から餘外して保存することを

決定した。

弥生時代前期から後期終末にかけての環濠集沼跡は段丘上に地域と時期を箕にして形成され

ているが、 当初の発掘潟査では、いずれの環濠もいわば匹半分が判明したのみであった。今回

の調究は各時期の環淡の束半部分の広がり, ~IIち、各環濠が段丘上および東側周辺部をどのよ

うに巡っているか雑認すること．環濠集浴内外の未講究地区の遺溝の分布状況やその性格を把

握することに主眼をおいて実施した。

県が決定した保存区域約22hal;I.、平成 2年3月23日に文化財保護審議会により史跡指定の

答り1がなされ、 IIIJもなく史跡に指定される見込みである。 しかし今圃の指定は当初の工業団地

予定地のみに限られており、周辺の民有地における地下遺構の状況を把観し、将来吉Jfヶ里逍

跡の一部として遺跡を保存する必要が生じ、また、周辺の民有地には公園等の開発も1¥1世iされ

るよ うになり 、これらの開発計画との調整のための沢科を得るこ とも今回の発掘讚査の主な目

的の一つであった。

鴎究は、東は田和II世岸までの吉野ヶ里集洛およびB1手集裕局辺の民有地、市IiJ R長崎本

線まで、洒は古野ヶ里地区V区のぶ`9未倉Kじ詳の西側まで、北1よ吉野ヶ里丘陵地区V区のtJ'I丘袋

周辺までの約25haの地域を対象とした。なお、潤究組織は以下のとおりである。

請査組織

［事務局］佐打県教'(f委li会文化謀 ［講究担当］文化謀文化財囮査第二係

課艮 武藤佐久二
係長 藤口健＝

参11, 高島忠．平
主査 七田忠昭

諜艮補佐 沿崎輝IJJ
文化財保渡主事 森ID 学志

指荘主事 田島作己
,, 森醇一郎

三m川町教'f-f委μ会 1;,野 誠旨I
庶務係艮 柚店安徳 • 鷲見昌尚

，， 主1Ji 餃Ill 明没 神埼町教f委U会 桑原 寺Jill

• :t;'.I• 直塚 iii純 瀾充補助U 湯浅渦紺

文化財日査第二係主査 石Ill 誠 * 永m 稲りJ

-1-



2位置と環境

佐買平野の東部にあたる三養晶郡中原町から佐竹市にかけての行捩Lli地Ill麓には、 多くの洪

積世段丘が発達Lて、大小の段丘が山麗部から南綿の肥沃な沖積平野へ舌状に延ひ’ており、こ

のよう な自然尿観が佐釘平野東部地域の特徴となっている．吉野ケ里遺跡1:1、神埼町大字志波

保 ・鶴と三mm町大字111手にまたがる標高 7~23mの低地から段丘上にかけて立地している。

本地r.&は．県内でも特に遭跡の密集する所として知られており．旧石器時代から中・近世まで

の遺跡が多数存在している。m石器時代の辺跡は、11!麓部ゃ段丘J:.Iこその存在が確認されている

が、本格的な潟究がされた例は少なく、迫物が後fltの遺揖などに視在して出土する場合が多い。

, l•lf.1町姫ii逍跳からは礫沿やナ イ フ形石器が、 l•l町町iii遺跡や東介仮村iJJ古賀遺跡な どからナ

イフ形ィ五店が出j:している。また数少ない本格的な紺究例である神埼町船尿頑跳からは 2層にわ

たる文化層と共に礫群が確認され、ナイフ形石辟や台形石器・桑lj片尖頭器などが出J:Lている。特

に ．瀬戸内系~i?:i-群の出土は典味深く、当地成における1日石器時代の様相をうかがうことがでさる。

縄文時代は、 旧~.-器時代と同様にIL L麗部や段丘上に遺跨が確認されており 、その数も増加し

ている。押竪文・l:i切の出土で学史的に若名な束行嵌村戦楊ヶ谷遺跡をは じめ、中原町香1£1遺跡

（早期、晩期） 、神埼町船塚遺跡 （犀 ・前期．晩期） ・志波往六本松迂踪 （早期、後期） ・志波

屈ーの坪遺跡（平期）、東料尿村タヶ里遺蹄 （後期）．佐買市金立llll拓迅跡 （早 ・Jjij期、後期）

• 久保泉丸ii.I近跡（早期～晩期） ・鈴熊遺跡 （晩期）など多くの遺跡で確認されている。

弥生時代になると遺称の数は急増し、その分布も1t1部の沖flt平野まで広がるようになる。特

にR架基盤整協・事築などのfJ;J発に伴い、近年平野祁の潤査が増加しており 、平野祁における弥

生時代の状況が明らかにされつつある。前期の遺跡は、町市遺杯、東行板村洒石動遺踪、神埼町切

畑近跡．久保泉丸IIJ遺跡など111麗部や段斤:.lに立地するものの他、千代田町上黒井只塚などの

Ill」••逍物に よ り前期後半には三iり州地帯に只塚集裕が出現していることが確認されている 。

,, 澗 以降．遺跡の分布範囲はさらに広がり ．その数も芳しく増加している。上峠町切通jfi跡・

1i本谷遺跡や束仔似村三iJt,km遺跡 ・横rllill跡など数多くの遺跡が従来より知られてきたが．

近年の大型開発に伴う講査の増加により、山麗部や段丘上の中原町姫プi原 ・原古fl三本谷遺跡、

束介板村下li動・タ ヶ毘遺跡、.I:峠町船石市 ・一本谷遺跡、神埼町的五本黙＊遺跡、川寄遺跡

訊 佐fiili琵琶原遺跡などから集落が、中原町姫方遺跨..I: 蜂町船石 ・船石南遺跡..I: 峠町と

東行駁村にまたがる二塚Ill追跡．束行仮村西石動辺跡、神埼町忠波屈六本松・花浦 • 朝日北迫

跡な どから硲地跡が確認されている。また、平野部においても。神埼町利1l]抑 ・荒堅H遺跡、

千代m町詫m洒分 • 姉遺跡、 三根町本分貝塚・ 天娃寺南島遺跡などが確認されている。さらに．

莉宮町徳宮権現炊・村中角遺跡などの綱査により 後期～終末の遺構や遺物が検出されてお り．

弥生時代遺跡分布液の柑下を示している。
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1 金立白拓遺跡 ね IE禰古墳六群 45 谷涙古噴:群 67 i!!igli遺i!l'f (II矛）
2 久保鼠丸山遺粧 24 お :I;. 船塩放歴遺 ＊松遺鵞 46 委土伊R 68 北 跡縞 （銅文）

3' 沿n＊!! 遺嶽鵞筋
％ 餞場i勢拿塚永ヶ跡谷遺遺鯰

◄7 二 鰭 69 慣域
<8 船 70 崎/II域跡

s 琵ll: ff遺遺躇
” 三 Ill薯: 

49 40 渭鱚遺鵞 71 本告域踪

67 邑三永本遺渠樟遺躇跡
28 r, 績方 墳 50 切通遺跡 12 J: 黙井ll!il
:!9 r・三it雙虜プi l'l I訂り墳 51 -*谷遺藷

73 昔紬遺陰8 Illの木遺 31) 吉野ヶ 遺 52 El遠訊古墳絆 7着 誡駐

9 惣:本Ill古墳 31 -Ve紺.ヒ麿寺竹躊 53 塔のな庚寺蹟

77 乃7736 j'lj当只*u遺塚搾分貝遺塚It籾遺蔭
10 11G 丸古墳 32 郡・ 1J1(選躊諄 54 -f巾杖遺鰭

II 帝 IIJ古!tll石 33 .Ill昴遺葛 55・.: 漏宮:創方後I~項

12 天神古比i墳＂群
56 町胄躊

1134 禎勢簡慎罹 噴誡篇 57 II(古 三本谷遺遺踪 79~ 竪跡Ali 
認ドンドン笥蔦 的 隋里ヶ翌

IS B 襲 59 姫方瓜遺計遺跡後 81 慕ノiI遺跡
16 日の隈Ill憧降 60 範力方 方 円項 鯰本分IH凧
17 1'崎土生遺鰭 61 鐙跡 83 石遠丸井北1;n烏塚
18 尾崎れJ[D遺鰭

62 八幡仕r遺駐 aぉ天n 寺ft雀膚遺蹟
19 利田轡遺肪 41 63 tlllll古
20 Ill冨古瓜遺躇菖 42 

“6邸5 東検東尾見,,谷鋼鋼 鯰出出土土地地21 11111若g遺 “ 詳
ね的五＊隔＊遺蒻 .. 

F屯.2 吉野ヶ里遺跡群周辺遺跡分布図
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このような多数の遺跡の中で、切通遺跡や五本谷遺跡、 三津永rn遺跡、横田遺跡、 二塚山遺

粉．北茂安町検見谷・北/(;・西ll・束兄遺跡｀三田川町桜場遺跡などから銅鏡や行銅製 ・鉄製

利沿、装身具などの煎要な遺物が出土している。これに加えて、西石動遺跡や姉遺跡、島栖市

安水田遺跡、佐賀市裸の木・鍋島木村ftj遺跡｀大和町惣座遺跡からは銅剣や鋼矛、鋼文、銅鐸

などの鋳型が出土しており、さ らに詫田西分遺跡や本分貝塚、原古賀三本谷遺跡、神崎町/111:f

吉原・川寄若宮 • 利m柳・的遺跡などから鐸形土製品が出土している。これらは当地域の弥生

時代斉銅器の問題に煎炭な脊料を提供していると共に、 0かな農棠生殺を碁盤とした先進的な

金属器文化を持つ有力な勢力の出現をうかがわせるものである。

古れ時代になると、神1奇町伊勢塚をはじめ東介板村下三津前方後円項、中原町姫方前方後円

墳、北茂安町’点潟宮前方後円項、 三lfllll・J.:蜂町目逹原古項詳 （前方後円It!7碁、円l/t4差以

上） などの前方後Pl墳が築造されるよう になる。また山翼部において上蛉町谷渡 ・民形原・鎮

西山ffl麗古1n詐や中原町山口古項群、神埼町猿獄 ・花浦古項群などの古lJl群や群集れが形成さ

れるようになる。この時代の集喀跡でまとまった績査が行われた例は少いが三田川町下中杖遺

跡、東・粁捩村T石動 ・タヶ里遺跡、神埼町馬郡・中園 ・志波歴六本松・荒堅目 ・的五本黙木・

尾崎土生遺跡などで確認されている。

奈良時代には、律令国家の形成1こl'f.いこの地域にもいくつかの郡が設屈され、志波民 • 吉野

ヶ里段．丘の立地するこの地区は神埼郡の範囲に含まれるようになる。上峠町搭の塚廃寺や東行

扱村辛J.:廃寺といった寺院跡や水城様の土塁として注目される上峠町堤：J: 塁銹、神埼町Uの隈

Ill怜跡などが知られている。また、神埼町中園 ・志波届二の坪遺跡などの潤査1こより多数の規

則的な配沢を示す掲立柱娃物跡や湿杏土沿などの文字裕科、跨否などが検出され 「神埼屈紺」

のような官面的施孜の＃在をうかがわせている。さらに、地謂りや段丘の切り通しなどの痕跡

により大宰府と肥前国府を結ぷ駅路の存在と その路線が指摘されてきたが、神埼町餞前田・ 中

園遺踪の漑査により．その推定線上で辺路跡が検出されている。

平安時代には「神埼荘jと呼ばれる院領荘団が神埼郡の大部分を占めるよう になると推定さ

れている。この時代の遺跡では木簡や緑釉囚笞などを出土した荒堅El遺跡や越州窯困磁笞、緑

釉悶諾、木製馬鞍、行銅箸などを出土した下中杖遺跡が知られている。他に平安時代の輸入陶

磁沿を出；kする遺跡がい くつか存在しており 、神埼荘の対中国貿易の拠点と しての性格をうか

がわせている。

中世になると武士階級が実質的支配権を確立Lたと考えられ、山麓部の山城や平野部の水路

に囲まれた環濠集沿・館などが多数存在している。

以上のように、 この地域は弥生時代以米肥沃な土地柄と豊かな生産力を持ち、先進文化をい

ち早く 摂取L発展させたものと考えられる。当地が長期間政治・軍界的に頂要な位置を占め得

たtrt.tには、このような有利な地理的条件が少なからず影営しているものと考えられる。
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3. これまでの訊査概要

(l過去の潟11:frJf究

吉野ヶ！距．遺跡が存在する志波1裕・古野ヶ里段斤は、 rt板iJI地iliOOから平野部へ派'tした-;;1状

の段丘であるが、佐代平野束部のill麗部にはこのような段丘がいくつか兌逹しており 、そのい

ずれにも埋蔵文化財が多く存在することが占くから知られている。

毅前の畑地1用懇や道路拙削 ． 戟後のみかん,~造成などにff.ぃ．これら段斤：の各所で史惰など

の」：器や、 ¥i沿その他の逍物が発掘され、大1£末期からいくつかの学術的恨作がな されている。

また、昭和40年代後半からはfl充団地や:r.棠団地として開発されることも多くなり、大規殷か

っ本格的な発拙潤査が尖施されるようになった。

廿,tヶ里辺跡を,,.心とする志波l、1・吉野ヶ児段Ji.I:およびJ.~J辺迅跡の潟査研究史1:ついて触

れてみたい。

昭和10年代以前

し，，し内においては．大,E時代後半から原始・占代文化の研究が始ま った。占ti孝、松16栢作な

どは特に佐灯平'ff東部地区についての遺蹄・辺物の概略を桜告しているが、その巾で．，紆,1.-

里迅9がについて「この斤．は掠式的弥生式丘陸で土悩破H・がぞくそく畑1こIllている0 占代人の住

むのに最も祁合のいいところだったと息．

われる。」と表現している。

古ffヶ里遺跡がlltflりに知られるように

なったのは、遺跡の概要が中央学界誌に

紹介された8狙119年である。3JI Iこ七tO

忠志、 HI炉祓：,,, 五.i11、さらに 7fl 1: 

は再び・l:Alと、相次いで3編の報i'r文が

発表されている。

これらは、吉野ヶ11¥迅跡を中心とした

段丘周辺から出」：する央棺をはじめとす

る諄しい数の弥’朽f・.器や人11-.l:t製腕輪．

銅泣、銅父fがりなどに注Hし．多 くの存

銅沿を出 I:し弥生文化碩究の,,,心となっ

ていた1!,1岡地方とともに筑後Jll'f流辺の

筑紫平野と りわけ佐代平針にもuを向け

なければならないことをつよく 品えてい . lfl/11/11,、` ※令U亮Irr包含地

る。三l•Iは ．現化の県近打川 ・ 餞線がti Fig.3 古ff ヶ里丘陵滋跡分布図 (!~け）文献から）
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野ヶ里氾跡を横切るあたりのI.ill面に露出 していた売棺11基について．それらの埋世状況や、法

貸，形態の特徴などを詳しく骰もし、また七rnは、志波屈・古Jfヶ児段fr.周込の縄文時代から

奈良時代までの遺路分布図を踏査にもとづいて作成しているが、その中の吏棺菜地分布図は詳

細で、後の漑究の参考にされた。これらの報告文から1ふ南北約3.8kmの志波屋・吉野ヶ里段

丘のすべてが弥生時代の売棺袋地で、市部には大集落が存在する.::とをf.[I象づけられる。

その後も、 ・tmは吉ttヶ里追跡周辺の遺跡や遺物について相次いで報告している．昭和10年,. 
には、段:Ir. 北祁の史棺l勺から出：I: した頻面朱塗りの人骨について述ぺ．また．段丘北部の神1分

町志波庄東山で、昭和10年末に発見された項．丘硲らしい盛：I・. 内の後期の甕棺4屈1:ついて、特

殊な罪法としてllボLている。

昭和20年代以降

戦後志波l.il・吉Jtヶ里段丘が大きく U出されるようになったのは．北部に位翌する束行鋭村

三ilt,kRl追跡の潟査であった。

昭fU切年末、当地がみかんMとして開墾され始め、多くの売棺が出土し、その一つから人f't

に伴ってJi莉U鋭が出土したことを七mが報告している。さらに翌2屈F夏の水甚で決壊した城原

川の没,~:nilのための採：I・. 地とな り、工事の進展に伴い甕棺や人骨その他の遺物の出土が増加
9● 

し、日本考古学協会の坪｝柿'iii!、金関恕が中心となり部分的な発拙調査が実施された。三津永

m迅跡の講究ば 「大陸文化流人の交通路にあたる玄界濯側の地方だけでなく、この地方でも
9●9 

既に当時かかる品 (i終式鋭や<1•00製武沿…笠者注） が受け人れられていた」 ことをつよく認鎌

させた。

三i:lt水m周辺ではその後も史If!の出土が相次ぎ、おそらく数百碁あるいは干基以上のIt!廷か

らなる大岱地であったと推定される。この志波昼 • 吉野ヶ里段丘北部の一否からは、連弧文昭

Fig. 4 馬郡遺跡調究区全僚写真

明鏡や四蜘鋭、方格l!!I乳鋭、長立子孫系連弧文

鋭、流冥文緑既店鏡などfii/i9icから後漢にわたる

鉗染が7面、鉗鏃．鉄製の］）．刻 ・鏃．斧・腕

綸、貝製腕輪、ガラス製王類．布}¥'などがm土

し、地域の拠点的な集落が営んだ茎地であろう

と考えられてきた。

また、出土した人f,（は高身尺 ・1,';i顔の北部九

”’ 州弥生人の代表と Lて、金閲丈夫の渡来説の資

料としてIllいられ、後の人骨潤究の折、骨に翠IFっ

た鉄滋や．刀傷のある竹も見出され、戦闘の犠

"" 往者の存在も指摘された。111:l:した史棺のうち

後期のものは甕棺編年の 「三津式」として位困

-6-



＂ づけられた。

捻口達也は、志波民• 吉野ヶ里段丘を中心とした什捩山地市麓の弥生時代の母路や．銅剣、

鉗鏡、鉄製武笞などの/l¥:l:品を紹介し、福岡 ・糸謁 .1/f津平野など弥生文化先巡地と考えられ

る地域と、 U:会の発展過程の共通点と相途点について考察をおこな った。行振市腕地域は北部

九州先進地と較ぺ.It会の発展過程に決定的な相迩はないが、この地域でのi災式鋭副葬が一時

期荘れ． 一柁に大森II)符IJ葬品をもたないことを指摘した。また、Ill手二本m・水を含めた吉野ヶ

里沿跡がこの地域の前 ・中期における拠点集沿I.!.ろうという考えを示している。

その後もみかん園造成や土木T.事川のj:取りが進行し、特に段斤，北部では史棺岱地の破壊が

進行していった。しかし．昭和40年代後牛からは、大規梃開兌の増加に伴い、調介体制も次第

に増強されるようになり、 木格的な発掘溝介が実始されるようにな った。 古野ヶ里遺跡の北東.. 
約3.5kmに位irtする上昨町と束粁扱村にまたがる二塚111遺跡の癸祝f謁査もその一つで、昭杓50

~51年、売棺袋を主体とする弥生時代廷地が完掘され．多数の鉗泣や鉄製武器その他の湖葬品 ・

装g具など、 三~ltiklll逍跡と非常に類似 L/;遺物を111:1:L.史棺硲地の変遷を知るこ とができ

る溢究例とし て特兜される。

志波屈 • 吉Yt ヶ里段斤．周辺では、昭和48年に．段斤:Ttl部が県立神ltj~業窃校の移転候補地に

あがったが、 埋蔵文化財の沿密さと瀾査代とのかねあいもあり断念されたこともあった。しか

し、昭和50年代に人ると、段斤闘辺の＂場竪偏事業や工場 ・屯地建設などに伴って、各所で発

揺潟介がおこなわれるようにな っん。

昭和55年には、圃場整信iに伴い．神ltjlllf教ff委貝会により、現在の古,fヶ里遺跡1X,1ぷ倉月群

（吉ffヶJI!.地区V区）の西に接した水Ill部の綱査が実施されたが、弥生時代後期のね;1-1<0-庫と

考えられる掘:,,:t阻B物跡数棟やその西方で1tl~t1』;(r,J ll) l'.lf.-!tの河川跡とも巧えられるものなどが

検出されている。また1司町教委は、段丘頂部．志波柑四の坪地区に存存する開発工建株式会社

工場敷地の潤査を：¼施し、弥生時代の交棺硲群や竪穴住屈跡を発掘したが. 18必の交棺浴1よ整•. 
然と二列9こ埋it£されていた。また、史棺内からlll:I:Lた人介6体は投崎大学医学部角や剖学第_:

教寇で計測されたが｀ 三津水FIi迅跡の人竹と ,,~様北部九州 ・Ill口型の人竹であることが判明し
M 

ている。

附和56年から57年にかけて．浦場整偏に伴い、佐竹黙教H委U会によ川

地区の段fi:樹部の水Ill部の減査が実施され、弥生時代中期の高1,!cu,ドと考えられる掘立柱建物

諒詐や濠跡な どが検出され．炭化米多数や竪杵などが出.I・.した。

昭和60・61年度になると｀佐代束綿導水路建設に伴い、 M教百委ll会により 段丘南部の内野

ヶ具地区V区Iii茜部（馬郡迫蹄）と ．古ffヶ里Ii:餃地区Ill区lfj部の潟究が実施された。吉野ヶ

里地区VIべでは弥生時代-'-l'lltlこかけての竪穴住屈跡や建物柱穴な どが検出され． 吉野ヶ里丘

陵地区では史棺群と後期の濠跡などが検出されている。
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(2) 神tが

昭和56年0981}6月に「佐賀県東部地区工業団地適地調査協議会」が設代され神埼町固辺に

おいて工業団地造成計画が進められた。その協議により、昭和57年6月に神埼町と三m川町、

東粁恢村1こまたがる、志波歴・吉野ヶ里段丘—•否が最有力候補地として選定された。 しかし．

この地域は以前より埋蔵文化財が濃密に包蔵されていることが知られていたため、エ突団地造

成t頃の策定前に文化財の埋蔵状況を把担するための確認瀾査を実施することになった。この

確認調査は、昭和57年7月から同年II月までの期間実施され、その結果約36haの広範囲に文
匹

化財が埋蔵されていることが確認された。この結果をもとに協訊が璽ねられ、 神埼工業団地の

造成予定地約67haのうち．文化財が特に濃密に埋蔵されている地区 4ヶ所約 6haを文化財保

i
 

匹 ,i>f-(l.l地If

/i'ltャ叩itr<

:m ャ •r. 1ilt氾l,,{( D 11

平3叫~l@

Ill ~.:: -i::.!t .f<地1(1 !Rl 

存緑地と して現状保存 し．残る約30haについ

ては記鉄保存のための発掘謂査を行うことが決

定された。この本格的な発掘謂査は、昭和61年

5月から平成元年411までの 3年間実施された。

鋼在の結果、 1B石器時代から中 ・近世まで各

紐 lt!l,のJfJtl,( 時代の直構や遺物を多数検出した。ここではそ

の中でも｀弥生時代のものを中心に概要を述ペ

ていくことにする。

弥生時代の遺溝は、前期から後期に至る各時

期のものがほとんどの濶査地区で検Illされてい

る。まず、志波屈四の坪地区において弥生的代

前期初頭の貯蔵穴が数甚検Illされており、段丘

の南婿部にあたる田手二本里木地区0区では少

なくとも弥生時代前期前半には掘削されたと考

えられる溝の一郊が検出されるなど、弥生時代

初期における集落の形成をうかがわせている。

この田手二本黒木地区で検出されたi鼻跡は、環

隅

爪

濠の一部と考えられt,12-3m、深さ約2mと

大規校なものであり長さ約140mを検出したが

さらに采側の調先範囲の外に延びている。その

他、志波屋三の坪（甲） ， （乙） 會志波尺六の

坪岬） ・ （乙） • 吉野ヶ里 ・吉野ヶ里丘陵地
0 500m 

F'ig, 5神埼：r深団地造成に伴う謂査地区位誼図区など、多くの紺査地区で弥生眈代前期～中期

初頭の竪穴住,,;-跡や貯蔵穴、史棺袋、 ；I: 壊硲な

'" 
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どの近構が検II.Iされており、集落や硲地の成立を

うかがうことができる。中でも 、志波昼三の坪

('I') ・（乙）両地区では低段丘上において弥生

ている。この時期には前述の前期頃の環濠は涅没

していると考えられ、段丘の裾郎1こ巡らされた溝

（環濠）が掘削される頃と考えられる。 これらの

状況は、集落規梃の拡大など何らかの理由による

小規枢な環濠0)廃絶の過程をうかがうことができ

る。また、志波駐四の坪、吉野ヶ里 1-m区．吉

が集中する大規梃な ものである。この中で志波歴

匹の坪地釈• 吉野ヶ里丘陵地区 I・IV区、吉野ヶ

里地r,c. a• m区、 吉Jtヶ里丘陵地区m区、同V区

において、史棺硲を紺3~4mの空白域を挟んで

2¥1]1こ整然と埋葬する列埋み似が確認された。この

列捏葬は中期liil半頃1l)央棺硲により形成されてお

り、中でも志波屈l!Yの坪地区と市tfヶ里丘陵地区

I・IV区に及んで確認されたものは約650mの長

さに1~· まれている。これらの経地は、後期頃まで

継紐的に営まれているものも多く．今回の講査で

-9-

志波屋三の坪 （甲）地区

i便
奇A・ 平安時代遠物仔

l _ ___/ 
F'ig. 6 神埼工業団地造成に伴う

発揺調査附半部概要図



検Illした央棺邸をはじめとする埋葬遺構は2000基以上に及んでいる。

このような密集する硲地と様相の異なるIll.Ii硲が吉野ヶ具丘陵地区V区で確認された。この

項丘硲は南北約40m、東西約30mの平面が長方形に近いものと考えられ、窃さ約2.5mの項丘

が残存している。部分的なトレンチ瀾査により Si¥!iの甕棺務を検出したがその中の 5基より、

把頭飾付有柄銅網をは じめとする鉗剣 5本、ガラス製行玉78点、斉銅製十字形把頭飾 1点が出

： I: しており、その内容や棺の規校、施股など他とは9阻越した様相を呈 している。 閥査により、

IJ'(丘Ii版築状の技法で構築されていることが確認され、少なくと も中期前半には築造されたも

のと考えられる。

小期から後期にかけて、段丘の鋸部を1/l1むような大規俣な閃濠が形成されたと考えられる。

この関濠1よ.ITT手二本煤＊地区で検出された段丘の街に巡る溝と述紋する可能性があり．吉Jf

ヶ昆地双 I・V区、吉野ヶ里丘陵地区 D・ Vに及んでいる。検出された長さは約 1kmに及ぷ

ものであり、断面が「V」字形を呈L、遣存状懇の良好な部分で幅約 7m、深さ約 3mという

大規佼なものである。 この環濠は、調究区の外に延びており,30ha以上の範囲をl用むもの と

推測される。

この時期には、樹部を環濠で囲まれた段丘の尾根上をさらに区匝iする環濠が形成されている。

この環濠は、吉野ヶ里地区V区と吉野ヶ里丘陵地区田区にまたがって検出され、南北約l40m、

束l'.li約70-90mの範槻を区圃しており、梨落規段の拡大など何らかの理由により東西の幅を広

げるような環濠の掘り換えが行われている。この新IAの環濠には、外憫に向けて牛fl.I形の張り

出 しがat6ケ所確認されている。その中の2ケ所でそれに伴うような堀立柱建物跡が検出され

ており、この施設には物見櫓のような性格を考えることがでさる。この環濠集落にはその他に、

大規校な含庫群や幾狙もの環濠といった施店が孜けられている。 また、各種の迅揖より多位の

土岱 ・石器類と共に鉄器や小型Iii製絞 ．舶祓鋭/',・などの百鉗器ゃ巴形銅辟 ・氾剣の鋳型l「など

が出：I: している。

このような、環濠集裕や111.丘硲の内容は.1-i力な支配府の存在をは じめとする当時の社会情

勢をうかがわせるものであり 、従来から指摘されてさた弥生文化研究における当地の旗要性を

さらに硲めるものである。

また今い1の綱査では、これら弥生時代の辺構の他に、段丘西斜面から低地にかけて奈良 • 平

安時代の辺構が多数検II',されている。検Illされた掘立柱建物跡は200棟以上に及び、その中1こ

は規則的な配骰を示すものもある。 また、土墟や井戸粉からの出土辺物の中には、＊闇や摂;•f .

箆11f:I:沿、硯など役所的な内容を示すものもあり 当地に「神埼郡1町の存在をうかがわせてい

る。これは弥生時代以米当地が地域の中核的な位爵を占めていたことをうかがわせるものであ

る。
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4. 講査の概要

Ill潟究のU的と）i法

古ffヶ厘遺跡lj、神埼工業団地造成・r.事に伴い昭和61年度からU/Hll63年度にかけて行なった

分批瀾査 （以"f'iii/lill濶牡という）により、全同紋大規俣の弥生時代沢濠集裕であることが明ら

かとなった。

今fnlの潟'.ltlcl的は、打,tヶ里遺跡の範囲を確定することであり、特に弥生時代印濠集活の濠

の広がりを確認すること 1こ溝査の主眼をおいた。まI←前囮ll41f.で十分に確認できなかった環

濠集洛内（特にm手二本煤＊地区）の近構の分布状況やその性格の鮒明および弥生時代以外の

迅構の分布状況の確認をも悶究のU的とした。

潟査対象地lえを前1i!l腐査の地双分けにしたがって北から吉野ヶ里丘陵V地区．市野ヶ里丘陵

Ill地区、古Ifヶ里V地区、田手―A 本黙木地IX:、田手一本!!.I*地区、妙法寺地区の 6地区に分It

た。 (Fig.49参照）これらの地区のうらm手二本黒＊地区では弥生前期環濠の延長部分、吉野.. 
ヶ里丘陵V地区 ・吉野ヶ里Ji:俊 lll 地区 ・ Ill手•本馬木地区では弥生後期の外濠の延長部分． 古

ftヶ里Ji陵m地区では弥生後期の内濠の延長部分の検出が予想された。また中世寺院である束

妙寺の西開に位代する妙法寺地区では中IU:の遺構の検Illも予想された。

漏托対象地Ix.は畑地 ・水A'I・ 竹林などで約25haあり、はとんどが民有地であるが一部保存

活111区域し含まれている。

悶査は対象地区内に89ケ所のトレンチを設定し、掘削懐および人力により掘り下げて行った。

トレンチ内で検Illした辺情は、その性格を明らかにするため屯5については内部の揺り下げを

行なった。遺情'1-l't扱影は35mmカメラおよび4X 5インチカメラで行ない、遺揖実槻lは紺尺

20分の 1、切分の 1で行なった。ぶ査終（後の迅情は保（fのため真砂土を入れ埋め戻している．

(2),.lt1tの概要

今位］の漏査概要を各地区ごとに記することにする。

吉野ヶ里丘陵Ill地区 (I~3 、 43-5 1 、,~、 30~32、 36~39, 84・86・87トレンチ） 弥生

時代環濠菜"{f,中心部分の市側にあ/;る。段丘上に設定した I~3, 43~51トレンチのうち、2

トレンチ S001. 3トレンチ SD01、12トレンチ S

DOIは1;,1ーのi/11と息われる。これらのi,1は、はぽ梨

ttiに延び、段fi:のくびれ部分をたら切る濠となる可

能性が強い。.::.れらの溝は．輯4.8~5.Smで上部L

か癸規していないが11JriliiはV字形になるuf能性が強

く、弥生中期前半～中期後半の土器が出土している。

49トレンチ SD03、50トレンチSD09、51トレンチ

S D07、12トレン・1-SD02は前回閾査の吉野ヶ里丘 L. 
ー

\
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陵地区田区で検出されていた汲の延長となる可能性が漆い。これらの溝は幅t.5~3.3mで断面

はすぺて逆台形で深さ0.5~Imである。 43トレンチSD06、46トレンチ SD12、49トレンチ

s002のつながりは不明であるが、49トレ ンチ S0021:1:i壽の屈曲部分が検出されており、方形

周溝遺揖になる可能性もある。

また、45トレンチ束側で検出した弥生前期の溝 (S003)は遺存状態は良くないが、断面が

V字形で田手二本煤＊地区の弥生前期環濠の延長である可能性が漁い。

溝以外の弥生時代遺構では、 43トレンチから竪穴住居跡の一部が検出され前期の土器が出土

してい る• 43~46, 50・SJトレンチからは中期前半～後期の甕棺廷や祭祀土漿と思われる遺揖

が検出されている。

弥生時代以外の迅構としては中世の溝が多数検出されている。なかでも47トレンチの溝lir,l

が!Omもある大溝で床面には小砂利が敷さつめてあり道路としても利用していた ものと思われ

る。この大溝は前回調査で検出した吉野ヶ里丘陵地区田区の中世大溝とつながり、中世山城で

ある日吉城に関係する濠と考えられる。

段丘束斜面のくびれ部分に設定した13・30~32、36~39トレンチからは弥生時代～中世の遺

物包含層 ・ 柱穴 • 井戸を検出している。30トレンチの遺物包含層から奈良時代～中世の土諾と

ともにフイゴの羽口や多炊の鉄滓が出土している。また30トレンチ東側には、整地層らしきも

のが確認されている。その上面で大型の柱穴2ケ所が検出されている。この柱穴は平面が長方

形で、長辺J.3~1.4m、短辺Ll~l.2mあり 掘立柱建物跡の一部と考えられる。柱穴の時期

は内部を発掘していないので不明であるが、整地層の出土土器より奈良時代以給の可能性が強~
田゚手二本黒木地区 (14-19,21・22・24-29, 33-35,40-42, 76・77トレンチ）

吉野ヶ里丘陵＂地区南側にあたり、東は段丘 上から田手Ill右炉の水田部、西は段丘西側の小

さな谷部までの地区。前同の調査で廷長約140mが検出されていた弥生前期環濠の延長と思わ

れる溝が、14・17・25・29・33~35トレンチで検出されている。33~35トレ ンチSDOIは上部

の削平が若しかったが、完掘した結果、 断面はV字形で前期の土器が出土した。 IHレンチ・

17トレンチSD03、25トレンチ・ 29トレ ンチ SDOIは遺存状態は良好で、幅3.8~5 mである。

埋土の上邪のみ癸掘を行ない、弥生前期～中期初頭の土器が出土した。これらの溝の士岱の出

土状況は前回調査で検出したlii/期環濠と同じで、前期前半に掘削され、中期初頭には完全に埋

没していたと考えられる。この環濠は北側が明らかにでさなかったが、その規模は東西J20~J

40m、附北160m以上になり、環濠により囲まれる部分の面積は2.Sha以上になるものと指定さ

れる。

前期環濠内部の遺構分布状況は．トレ ンチの数が少ないため明確ではないが、現在までにllil

期の住居鯰は未検出である。22トレンチから中期初頭の竪穴住1凸跡 ・貯蔵穴 ・i糞が、 21トレ ン
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チ・ 28トレンチから中期の史棺廷 ・祭祀遺構が検出されている。また、26トレンチからは中期

後半～後期の溝.i!il/1時代の土器棺森が検出されている。

段斤．東斜面に設定Lた40・4)トレンチからはそれぞれ一釘ずつの竪穴住居跡が検Illされてい

る。規楼は不明であるがギ曲は円形になる と思われる。埋土から弥生中期のcf:器がIll士している。

段丘西問くびれ部分奥の小さな谷部に設定した76・77トレンチからは小穴や不明遺構数甚が

検出されたのみで、明ij;な遣構はなかった。：I; 層の状況からみてこの76・77トレンチ付近は、

本来は段丘であったところが後litの削平を受けたようである。なお.77トレンチ南側、段斤総

部の弥生時代滋物包含層からは、昭和56年度の発揺溝在で多品の炭化米が出土している。

段丘東開のm手Illに隣接した水田部に設定したトレンチのうち15トレンチからは、紺約 4m

の溝状辺構が検出され、弥生,,,期後半～後期ll~半の土岱が多数出：I: している。このi昇状遺情は、

環濠集裕の外濠の一部かとも考えられたが、断面形が浅いば袢状となっている点で外濠である

可能性は少い。 ただ、外濠の断面形態が場所により異なっている•f能性もあるので、今後周辺

の潤査を行い、この溝状遺構の性格やその広がりを雑包する必要がある。

田手一本黒木地区 (78~81トレンナ）

田手二本黒木地区南西の段丘裾部からその西1111水m部にあたる。閃滋集落の外濠の延長部分

にあたる水田部は地権者の承諾が得られず今囮は溝査でさなかった。外濠は JR長綺本線を越

えて内へさらに延びるものと推定される。この外濠推定線の西側に設定したト レンチでは、 78

トレンチの西端より 4~8m付近で段丘の据部分を確認した。ここから洒側は｀ゆるやかに落

ちこむ湿地帝となり黒色の堆積：,~ がみられた。 79トレン＋西端より約IOm付近の段丘紺部にあ

たる邪分から溝状迅構が検出されている。この溝状迅構1よ断面が逆台形で、 9品4.5mありはIf

}ij北に延ひている。溝l'-lから弥生中期～後期の」．．．器、柱材 ・椒材・自然木などが111:l・・している。

溝状遺構より西側は、ゆるやかに傾斜しており、 78トレンチと同じく黒色の堆積土がみられた。

80トレンチは段丘団側の湿地帝にあたる部分と息われ、 全面から黒色の堆積肘が検出されてい

る。この堆積癌はIiぽ水平に堆積しており、弥生中間後半～後期前半の多位の土器とともに、

臼などの木製品や種子や木の葉などの梢物造体を包含していた。黒色土は地表下1.5mまで祝

り下げ｀大きく 3 層 ( 5 ~ 7~) に分けられる。

臼は 6書 7層にまたがって出：I: しており、横物遺

体も.:.の 6・7防に多く含まれている。臼の法黛

は打部の径52cm.窃さ46cmで、体綿の 4ケ所を

縦-Ji向に帝状に削り出している。(PL.9-6)

81トレ ンチ付近は現在は水mであるが、本来は

段斤．地で、明治23年大規伐な:I．．取りが行われたと

のことである。今回の調査でも遺構は全く検出さ
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れなかった。

妙法寺地区 (4~11.20・23トレンチ）

田手二本煤＊地区ffi開から JR長崎本線までの地区。 7トレンチ北側の遺物包含層から最古

型式の銅矛鋳型Jtが出土している。鋳型出土地は、土府観察では遺揖の埋土上部になる可能性

もある。

IIトレンチW側からは行鉗骰鋳造に関連すると思われる土城 (SK04)が検出されている。

この：I: 凛は、 トレ ンチにかかった束側の一部しか発掘していないが、平面が不整円形で、径は

約8m程になると思われる．餅面は堕が斜めに傾斜しており播鉢状になる。埋土に多量の焼土

塊 ，炭が混じっており．これらとともに錫塊が出土している。この土凛からIll土した土器は｀

ほとんどが,,消llitr半のもので、わずかに中期初頭の売がある。また床面近くの壺の中からは動

物件と息われる件)¥・も出土している。

8トレンチからは、前同瀾査で環濠集硲北溢で検出された墳丘哀の土層によくにた版染様の

土層が検出されている。この版築様：I: 層は、 8トレンチ全体から 7トレンチ北半分まで広がり 、

10トレンチ南端にまで一部がかかっている。版槃様の土層内からは数点ではあるが弥生中期の

土器片が出土している。この土附は 8トレン＋凍憫の小窃い部分へ訣いているようであり 、こ

の版築様の土培が項丘絡のものであるか否かは、この小必い部分の調究が必要である。

20トレンチからは貯蔵穴と考えられる：u員が検出されており．中期初頭の士器が出土している。

弥生時代以外の遺構と しては、4~6,8・9・11トレンチより中世の溝 ・柱穴 ，小穴が検

出されている。 溝11~il.3~2.3mのものと．幅3~4.7mの大規楳なものがみられる。 これらの

溝は、 トレンチでの検出のため、正確な方向は明らかにできないが、ほぼ束西および南北方r,,J

に延びているようである。溝の性格は、 4トレンチや8トレンチでは溝がほぼ直角に折れ曲が

る部分が検出されていることや、 4トレンチのSDOIとSD04の間に柱穴と思われる小穴が多

数密集していることなどから．廷物などを方形もしくは仕方形に区酎するものと考えられる。

吉野ヶ里丘綾V地区 (52~74,邸~74.82・83・85・88・89トレンチ）

頃斤．硲北側及びその東側の丘陵部からAl手Ill右iネの水ID部にかけての地区。前回の綱査で、

環濠集作の外濠はttt丘硲の北西部分まで確認されていた。今回の演査では、外濠の延長になる

と思われる溝が、 52・62・ ⑱ -74, 83・85・89トレンチで検出されている。この外濠は前回の

潤査終（段階では、れ斤裕を取り槻むような形で墳丘硲東側に沿って南側に延ぴるものと予想I,

していた。今固の瀾査により、この外濠はJtt丘菜北西でほぱ直角に折れ曲がり東へ直繰的に延

び．田手JII右沿1こまで達していることが雑認された。

これらの溝の断面形は、床面まで掘り下げた85トレンチ ，89トレンチSDOIや、埋土上半部

のみ掘り下げた70トレンチ ・71トレ ンチ ・83トレン-rSDOIの；l層の状況からV字形になるも

のと思われる。溝の埋土から弥生中期後半～後期後半の」：器が出:l:l.ている。特に83トレンチ
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S 002からは完形品を含めた多羹の土器が出土している．

積丘廷北東部の52・72・73・69トレンチでは、濠を規り残したt/;12.Smの陸橋部が検出され

ている。この陸橋部付近からは径20-40cmの小穴がJO数ケ所検出されている。これらの1)ヽ穴

は出土土器から、ほとんどが弥生時代のものと考えられ、陸橋部周辺にPりや柵列などの施設の

存在した可能性がある。

JJl丘廷東開の54~56・66・67トレンチで検出された溝状遺構 (SDOI)は、埋土の状況、断

面形、出土土器の時期から同一のものである可能性が強い。この溝状迫構の上面輻は、 54トレ

ンチ S001で約 9mあり、最大幅は55トレンチ付近で、 13m程になると推定される。54トレン

チ ・55トレンチのS001は、ほぼ床面まで掘り下げを行った。断面は浅い播鉢状をなし深さ I.

Imで、前回調査において用丘硲南1Jl1)で検Illした溝状遺構（硲辺）にその形態が似ている。こ

の54トレンチ ・55トレンチの溝状遺構内の床面には全面に多祉の土器が堆積していた。土器は

はとんどが中期後半～後期}jif半のもので、楳祀用と考えられる丹塗りの土器もかなりみられた。

また数点ではあるが後期後半と思われる土器も出土している。この溝状遺構の性格については

明らかではないが、 ,n丘墓の祭祀に関係する遺構である可能性がある。

57・58トレンチからは竪穴住屈跡や柱穴と思われる小穴が検出されている。竪穴住居跡は弥

生後期のものと奈良時代のものが存在するようである。57トレンチ SH03は飛溝を有し、弥生

後期のものと考え られる。また、この57トレンチの包含層中より完形状態の小形1/i製鋭がJ点

出土している。

註

(I淋生前）目前半に掘削され、中期初頭に完全に埋没したと考えられる濠（田手二本黒木地区尾

根部で検出されている。）

(2淋生中期後半に11il削され、後期終末～古項初頭に完全に埋没したと考えられる濠 （田手二本

黙木地区や吉野ヶ里V区地区の丘陵裾部から吉野ヶ里V地区の項丘某西側まで検出されてい

る。）

(3跡生後期前半に掘削され．後期終末～古IJ'I初頭に完全に埋没したと考えられる濠 （吉野ヶ里

V地区 ・吉野ヶ里丘陵ill地区で検出されている。）

(4隈在調査中の吉野ヶ里V地区のトレンチ数は含めていない．

(5腺営は場整傭事業に（半ない県教百委貝会 ・三田川町教行委貝会が発I.Ii!講査を行った。

(6)この錫塊は重盈40.7gで．佐双県工業試験場金属研究室で分析した結果、窃純度のものであ

ることが判明した。 （分析方法「姐子線マイクロアナライザーj分析者臼井一郎技師）
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ト”レンチ 調査面積 トレンチの 概妥

<m> 
傭 1t 

検出遺構 遺鰭 の 概 嬰 a土il書晨りぐ，，日員

溝粽 S 001 Ill北方向 巾約2.Sm （中批？）S DOI! S OOlu~, 合い (SDOIがりい）

""' 
S01)2 膚北方向 ,,, 約I.Im

I S D03 ＂』と力l句 ,,, 約◄ M （ヽ!•lit ? )

土蠣.1ヽ穴

40nl 
溝紆 S DOI 東百方向 約5.8m （体生•I•前-•I•*>

2 小穴

潰院 s001 ""東方1•1 ljll(.JS.Sm Ti&r. 負＂， 土5量
億生令●）

5D02 東西方向 巾約2m J:W(素生中蔓` 菫鵞）切り合い、巾"つい(I』,S D02<>111 
S 003 lll'.i'l11ro1 ,1, 約3.3m （中量） 日が切り合いのたn喪出状懇での巾

3 62nl 
S D04 東i!!i方向 巾約0.8m 賣覺，，li1未積出

土蠣.,J吹
蟻S001とSOO!illl 11皇行しており、

ぐ，，町：“いて土uを伴う不足影，，ii
ら込みらしきしのがある

上員9王 トレンチ中央桟lllili

溝跡 SDOI 蕉6ガ自 !IJALln.豆050
S 002 稟u舅 ll!l'!U■• 複~o.:s● (•!• 畏）
S D03 夏百方肖巾111.1•. 豆110.6・ （中世）

SDい 員Uli!にi!Ut'>爾胃で賣方に （中量） 阿冑の肩未檜出

• IIOnl がヽら

llill•nJ:, 謀＂゜l•
S005 直li~H~ll'l l.4饂.ii さ A0.4• (ol•I量）

土償 SK(l6 平、Pili租約lo、羹さ,.,,● 

小穴 特にトレンチ中央配に多く．膚船U
少ない

溝跡 SDOI 寮lti1i向 m1.3,., 以上 ＂渭t)北欝のn未提出

5D02 東ili方向 巾2,2m （中漿）

S 004 )lli'i力向 rtlO.SmlH. 附鰐のn未検出、 SX<l3を切る

s ,2.1 不剛遺構 SX03 不足形のt羹状に111<111北 （弥生中閥） SDOIに切られて“り．近接する6
方向に邑び北鱒で東方I: トレン+11.このSX03の桟きは検

曲がる 出されていない

小穴

6 7 ,,/ 溝轄 SDO 
東讐の＂未 検出

llflt力釦I 1112.2mtl. ヒ C •Iヽ擾）
U.Hレンfに暑し． 棗ガtr.!いとい>t

翫墨状岱土 東 方向 111約Im 1髯生1f» fUlrtUHUoヽi ら しB•U

， お4
溝跡 （中" 板墨状の嘘土らしさしのを切る

員オ員日片.,層石舒、トレンチ北鸞の窮ら込み撹土中より
6●● U .tll土層＆出土

溝搭 S001 錆北方肖巾約lJm （中慢？）胄嬉で西方に曲がる, S 004と同一

$002 棗l'i'/ill!巾，，Zlm,ほじ)Q6,り $001に切られる．

S 003 夏暑?iii!~IFJQ.lm 瓦 (•I• 世）SDOIを切る
SDい 直性方litrtfJJLlm （中世）

8 70"1 
上嶋 s Kos 平llilll坊屈、 1辺約I.I鵬 SDOIを切る． 攪乱の•f綻住あり
敲甍状猛土 （弥生中初～巾鮒） トレン＋のUlf全体において111i墨状

，，，饂土らしさものを検出 • 7 fレン
チで険出したものと同一．厖山菫形

らしさ痕算あり

小穴 U軸紺召 111111包含層よ り出土

溝蹟 S 003 棗釘flol~·約 3 .,_ ~応9,. itli賢贔．餞惇（中貴）
S DO< 夏i!i方肖巾FJt3m,ほJ0,8m (jl; 生,p位～餞晨）

S 005 CMIII m杓3",沢杓,.. .. （中員）S DD<を切る

JO()o/ 
土朧 SKOi 平貞方形か艮方彫 1辺,J2.Sm 償、生中餞） トレンチに一絡がかかる， 

S K02 '!'iii不足惰l'lll"'約3.lmX （偉生中褐） トレンチに一船がかかる
艮さ約lSmlll

S K06 平貞影不引 トレンチに一・記がかかる

• i. llらLIi~• •I 

10 10"' 黒 Ill>ンt<>H i:鼻し． 薫万へ~Lたい、 >t

Tab. I トレ ンチ一 覧表 (I) 
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ト番レサンチ 霞査面積 トレンチの 概 要

(nl) 偏 考
検 出遺 情 遺 構 の 概 妥 畠土直lllJI.びそnil璽

濤紐 5D01 膚北方1匂 巾lalU 伸員）稟●硫A雇む.s訳Git冒•
S 002 廉liJ潰 巾約l,lm 仲I)

S003 i!ll'i-北東方崩 ~· 約Z.2m （鼻生中畏l

II IOOol 土膿 S K04 平.~,定Iり形璽定(!的Sm 員`．鼠t (葦生印爾） lli亨""心.Rt書を含~. ►»t"'1に一、
が＊かる

S KOS ギ葺~'足l'lli 璽足往,iu. I~ 賣lいいンtに→暴がかかし
l,Sl1$1:Wらncnらいい（ビ11!)M

!2ol 
清蔭 S 001 東柑力1r,1 ,r, 約4.8m (l!; 生中附ー中未） ,. レンtS DOIi! It< . 引農nぁり

12 s ooz 凍力向 "'約3.3m （弥生後後）l H>tSO田i:Rく祠亀aがあり SOOltWる

13 !9ol 星

漬害 S DOZ 東斥力1句？ ,11約3.Sm 紡籍』［

S D03 凍百方11,i rt12 n, 以上 （弥生中切）冑鱒の＂＊検出
14 11nl 土壕 SKOi 平面彰渭l トレンチに-1111がかかる

小穴他

清状遺構 SDOI膚北力,,, 111r1 <1 m （弥生•I•後～後紺）後期綱＊の士．岱が多い

IS 36nl 土饗

小穴・土鴫

$ KOZ ~'iii彰不明 トレンが：ー紀がかかる

9 nl 
不明遺構 SXOl （中世以降） トレンチに一饂がかかっており、渭北

16 小)t ガ1;,Jl:Iヽびる溝力•土蠣の•f綻性あり

漬続 SDOI 膚北方,;,, 巾I.Sm以上 )1(111,ift未検出。N●に“いても樗乱の

可能ttある給ら込み償1)と切り合う

” 62nl S D02 Jl!Jt~ 渾J ,,, 約2.Sm

S003 111~ili北方向巾約3.8m （弥生中切）I<トレンt-s00.11こ絞 <•r鼈代が檎い
小穴．土鴫

鼻母 SDOI 稟~Ji員 ,1,nu. 沢さftOJ● (•I• 世）

18 t8ol s匹 置百万肖 印，，lo
小たよ●鳩らいい》

19 s nl 負畷靭1_.i;u"" 

置RUii SIIOヽ平i屈石"1.畿土覧亨ヽ 9今I tレンチに一曇がかかる

S HOI 平、杉不,1 Iレンチに一曇がかかる

土亀 SKOi 平頁Ui'l.6~11●Xl.5ol1J: （弥生中切）＂ヽン Tl!-1がかかる liil穴~~紐が債9・

20 lOOnl SKOi 甲fj不えPl!!~I.S•X I mill は生•1>1») l レ >fl:-~がかかる仔量が渭創1l'll••
~: 胃量員 S K03 學ヽ llli l lt~U• (~ 生•I•切） I い >•ti:-曇がかからじむ0叶量仕が直い
4沢、他

21 • nl 
甕fR峯 S JOI .l'. 輪膚北 （弥生,,.蘭）汲rn式 絞人棺

S)02 主輪 lll:lt （休生中00)汲田式 成人棺 S JOIと切る

聾穴住駐裕S1101 平ll'lt 往R65•りl!<l （弥生中切） トレンチに一船がかかる

構鶏 S D03 寮8h日に＇゜H胄~ii自 じ ＇ （弥生中m
がる巾Ill •

22 SO.I 土嶋 S KOi り、IllりI)~IJX I●I菫:Cl (ll; 生中In) トレン.,.,こ一郎がかかる

4渭｝這揖 S X05 平11/1,! トレンチに一部がかかる
小穴．土嘱らしさ

ィ定形の裕ら込み

t塙 SKOi 平面影不明 トレン.,.,.:一部がかかる

幻 おdi鼻蔭 S 002 Ull)l(I!/方向 S KOiと切り合う
小穴．饒

u 3 .,/ 
濤跡 S DOI 東百/;,; IPJ.3m i1約O.lm （弥生•Join) 2Hレン・/-S003<: 裟く ,r能性分l
小穴

黛跨 SDOI 博よ方~ ,p,,s. （弥生前後-•~lJl) IH レンチ S D031: 紐く可能仕依

四 25.J 
小穴.~l霰

S 002 胄tlilotm約1.3鵬元l)J.2m （中(II;)

26 
甕惰墓 S J03 主輪東I!! ,Jヽ児惰 （古墳）s xozをり）る

1渭l遺揖 SXOJ溝り (f;l: ヽじl•f&-棧1m S X02と~,-の可能性あり

Tab. 2 トレン-1--r-;;表 (2) 
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トレン・' 霞忙面積 ト レンチの 属 妥

魯サ (of) 懺 JJ 
険 Ill.ill情 遺鳩 の 農 屯 lilJ. 最富!U々 のH罵

不哨遺情 SX02北延洒一笞附を東多方く向ft-にぅ溝状"
(j!<生中後～後初）

26 l<Ylol 
S XO< i~ 品 (,ii<生•I•後～後ID)

小穴 他

s "' 
不明遺情 J! i.>1tlU UtttltH>f IH》tSI勁 Utt

27 UUTUらt11,-,fヽ tヽllらUl¥!AlJ

不旧遺構 SXOI 4潅i不定形 員Hft亀億生中中-&)1レンチ1:-1がかかる gf直鷹~ij鼈仕あ り
清蓄 S DOI 輝 1i和1 1110.Sm以上 M•l-lt員） 員●~u債S SH02、GltWi

鴎 26o/ 
竪六住店跡

5 HO'l 平面影A渭l は生） Iい9れ：ー●がかかる
S H03 平面形不明 mさ約ZOm は心 ｀レン引：～昌がかか• SHOiが:.

小穴．他 の貼床

溝籍 S l>Ol 班l'iJifol ,,, 約Smm.n. ヽUlfHUl2S~ レン-,.5001と萩{IIJ能性浚

S DOI 東西方向 1lli<J0.5m IU、fil
SD応 軍州ブ11•1 ,1, 約I.Sm

:?!I 20.i 不IJlill構 sxoz トレン.,.に一絡がかかる

S X03 ギ血不定形 トレン＋に一狐がかかる

小穴、他

穏立は暉筋 Pl専＊ガ彫 I lfHJ覇 ぽ 良～平安） I 胃I) (棗l'!)~ tt穴
”平i.f't円I Ill● XIふ、 ("f,l-平安） U胃Uが9●

清跡 lllt直百力自 巾IJI• （在!l-平安以闇） 皇立ttll冒nじ穴<>fl五,:位員し息喜，，爵

” 
42,r/ 員CUit祖した4flとH ちhら

景鷹tU畠檎のl!t.と考えら "'I負，，員
111: 1 亀嶋らし さ,~が憶 111;~11•鑓晏

小穴．他 の最nOf亀がされ/;if鼈tがhる

31 、1<.d
井戸檎 S EOI 平面不公円影往約I.Sm
小穴.:t輯 沢約 Im

土讚 SKOi •r-面~:定円？形 杓3m トレン-,.i;一郎がかかる

32 祁d 弥生-~·世の1ヤヱ｝鉄渭

小穴.;t讚

;j3 32m' 
構跡 S DOI ta~ 胄稟方肩 l!lMI● （弥生曽）おトレンチSDOIiこほく,r能性慎.All
小穴、他 平を交けている

14of 
溝鰭 s001 U ~N夏hfl i,o.s.n1 （弥生帽） トレンチに一郎がかかる

“ 小穴,:t.塙 33 • レン十SDOIヽこ穀＜

お ; nl 溝隠 s001 北1町ー1印UJi向巾約 Im （弥生前）33,34トレン'I-SDOll:11!<

玲 36叶 撫

37 12.i 撫

箕 ,10,,1 .¥I 

構篤 S002 Ill北力1句 ,1, 約J.3m土1111●.U(中量1

39 36~ 土蠣 SKOi 
小穴

平面円形 抒約0.8,,, 木賢品｛般） 井戸跨，，可能住あり

zgo( 
甕穴住屈鱚 S1101 'I潅il'I形 （弥•1:中） トレン.,.にー昴がかかる

40 小穴

竪穴if.~篇 SHOI 平面円？形 （弥生） トレン+•こ一郎がかかる

•J 沈叶 債菖 S DO! 
小穴．士蠣

瓶百方1•1 1J10.6mlt.t （中賢） 北鱒'll¥1未検出

42 ,,o,, 
土讚.f鼻鷺 （中世以貨）

小穴

甕Ill墨 S JOI 主輪東N 成人＂ ｛汲IUべ）
S)02 E輪北東-~I西 ,, ヽ児11l S JOIの貨珊に切り込む

“ 
,o,.t 

S J03 主輪膚北 小児棺 C弥·~胸）
S ]08 J:輪l11北 •1•1\tm (i&W,t断？）

竪穴It騎欝 SHO↓ 平面影不明 （弥生翰）床由がよく し1っている

Tab. 3 トレンチー虹表 {3) 
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トレン1 調査面積 ト レ ンチ If) 慨妻

書号 (ol) ． 考
検 Ill遺鱗 遺躇 の 鑽 緊 8土量書晨U ぐ"~II

不明遺構 SX05 平面不定形 (~ 生霰ー中宋） S 1-!CMを切る。祭祀遺構の可籠姓

潰鵞 SD⑯ 北東-llli!!i方向rt,約3.Zm （弥生•1•-後）
43 S 1)07 冑北1;向 mo.9m以上 （中世）刑鯛のn未検出

小穴

溝穴 SDOI 北東～膚西方向 (!ii(生•1ヽ ～棧） 43fレンチSD06の統8
土濃 S K02 平ililllt方形. I辺約0.7m （弥生）

S K03 （弥生後） トレンチに一郎がかかる

S KCM 平面不出形 （弥生）

S KOS （弥生•1•-後） I> ン ti:-1がかto.SK06!~~0••
S K06 平面力9形 （弥生•!•-後） トレンチに一邸がかかる。SKOS・0 

7と切り合い (SK<YIを切る）

5 K07 （弥生中～後）Iレンti:-11がかかる,S K09と切り合I•
S K08 平iii方？形 （弥!I<?)

•• .. ., $ KOO 平ill方？形 (M 中） トレンチに一絹がかかる。 SKOSと

S KIO 平酉が定II円尼．釈l8mXQI~ （弥生）
切り合い。甕惰墓の可能性あり

SKII 平藝隅丸ガ形. I辺約I.Im （弥生）

S KJ2 （弥生中～棧） トレンチに一郎がかかる

SK 13 平面不定形 偉生，，鉢債＆中～餞）

小穴

峯43fレン＋の西鋼 (S006付近）

に接して胄ブ'"'印としたトレンチ

溝鯵 $1)01 附北111句 111約6.8m （中世）

S D02 胄と方冑巾的1.7麟． 汲 lm (ol•llt) 
S 1)03 llit方角 巾紐 !n.i枷？● 傍4遠り）

甕18'1 SJ 04 墓濃主輪北i!i-胄軍 トレン-f-1!-郎がかかる

SJ 05 主輪北丙一隋東．戚人棺 ほ：濠誠9畠式）

SJ 06 小児fll ,., ンチi;-郎がかかる

SJ 07 主輪東百 小兄棺 S)08と切り合い、削平が膏しい

SJ 08 主輪東西 成人棺 滋 田 式

s l 10 主輪東西 戚人棺 （金 ～汲1B式
SJ II 小児棺 トレンチに一郎がかかる

SJ 12 主輪東西 中atfft
$ J 13 主輪東百 トレンれこ一郎がかかる

SJ 14 主輪膚北

“ 
78,d SJ 15 主輪東1!f絨人＂か中塁棺 ほか汲田式）

飽1こ4島↓H S0031'illlでは少なくとも 4碁の甕"

幕のしのらしさ墓讀が切り合って検

出された。そのうらの 1墓II小児棺

であり ．二灸の三角宍僭をもつ

土 SK的 平iiif'II> 往約1.5m 漏 I越 在祀遺構の可能往あり

S K18 平必長 方 形 約1.9Xl,3m
不!JI遺惧 SX16平面不定影 トレンチに一艦がかかる

SX17 平面不定影 複数の遺慣と切り合っている 可鮭性

あり

小穴

瀑樗 SKOli-A 慮土万飼 111約l8m.註紐?m 鉄淳 C•l•I!!:) 4Hレン+SDOllこ絞く町飽注這．

溝1勺i'li鯛'"砂科敷さ状綸餃あり

S D02-8 胄北万糾りll)L8m.汲 Lim （中世）4SトレンチSDOZIこ桟く可鯰仕慎

S D12 IIJtガ員巾約公m （体生後後）

鸞に漏らしさ置舅I惰北方飼 ,i, 約,., S012のi!i鯛でSK13の東鯖と切り

合う (SK13を切る）
46 

甕棺墓 S JOI :t鎗膚北鼠人帽 （汲田式）

S)04 （汲田式？） トレンチに一謁がかかる

S JOS 主艤i![北鼠人帽 （須玖式）

S)06 tit胄t ~ ヽ児棺
S)07 主II胄上 慮人惰 （金湯式） S KOSo=切られる

SJ 10 tMJ層 1・ 児信 SJ 17と切り合う

Tab. 4 トレ ンチ一覧表 (4) 
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ト佑レサン・I 潟:f'tl、湘 t, v ン＋の 裏 安

(,I) 
蝙 IS 

検出遺 惧 渭 1鼻，， 農 緊 己u搾ll1そ＂り 11!

甕mi.,; SJ 17 k鎗北束ー惰N 誡人m SJ 10とりJり合い

SJ 19 E輸,~it 成人棺がI•聞棺 s」1;のllllllとり）I)合う

j: 襲S SP 13 /ill 打ヽとそえら,,る牧l1を検lb,t¥lこ:t．零
駐か<H渭｝
トレンれ：•閲がかかって検出され. s 
Jl7.198>1l嶋1:切り合う

1.1!11 SK偲 杓•~•;i;l'l影径約 2m 袋状II樟四他(~:生 s J<TltりJる.. 70nl 小険一棧前J
S Kil ギ愴1'l'li!f'l影Hf約1,3.. ~-m; 斧 トレン+•こ｛りがかかる

SK 13 和Ai~'li!?i影 SKl6とりJ り合 う .~rnll'>'II巨11あり
S Kl• ,r-,1i~ 洩影

SK 15 'f.1Ai~'Si! 彰 トレン+,:-・紀がかかる

S Kt6 ,r-愴,~-li!影 S KilとりJI)合う

i'lll這情 SX03 ,r, 面~'li!lft円形約 I m トレン+i: ・出がかかる．揖乱，， •f鼈1t
小穴 以J:X0,6m わり

清終 S D02 州北1沖I ,i, 約!Om （ヽI•罠） II l'1● u,:t,t:ieでさらI:員い;&11: で!Ill;さ"・
t\• t. tn會I'>U IS UOl,I)でI:It● C Ja•t 搾

~ l lD 鴫Jt3Jlil1, tうた令Klfl.41Htヽ•ら

S D03 屯i'i?il•I IJl3.S m l1」・・ t1l1fll:} tlt,ffk覆!',SOt!tlll・tiヽfllf111 ft, 

47 槌ィ t量 SKOi (~•~) ► 1,,:.1 c •I ヽ＊令 6. S oo江讐らnら
S KO< ;f-iiiPI? 影 fそ約Im け弥·~, H、.,.c-lt'奮會る

覆列？ 2州 "」と1if1,J • I, tヽt; 員で t ftt1lftttn+~Mt 員出.1'R t'

+1:tl • rt胃+暑
小穴

漬跨 $1)01 東西11佑I 1J1 l "'以上 旧I償｝ 北にIllさのの{],r 能合~性il(検出菌CI/J •IH レン・fSll03の
<8 18.I 

S D02 1111じ1/(oJ ,11約o.s-0.2,. S 001に り合い？）
小穴

清翔 SDOI 庸よ”“ rtllS鼻 ll.t. （中恨）11!111の11.l<検出

S002 為えhitから(I;"●がる コ..t “が生段惰IS 0011;~) られる
一墨t り!~U• !lt.,U霞

49 61ol $003 肩え h~ l'Jl'Jllt1ほ杓o,c■ (j!: 生憧Ii,')

SIJ0-1 冑ui. O~Iふ. ,noJa 揖~Lの ,1能仕あり
.IJ裏 （小穴？） 9ヽfil'!ti tlt}Oヽn トレン + •Jilt溢 Iこ一郎がかかる

i鼻跨 S001 lltlift印 ↓●J1lはJ:JI4• （中世）49 • レン+SDOIのほさのifil!11あり軍胃
ll!Jl: 検出

S 00$ 胄t1,1'411Jn?Sni:111,! ● l•J• 世）

~ll09 膚tガi!I"'nu・ill'll● （弥't前-I長149 • レン+SOOJ{)I,さ ，，•I量ttぁり

SDIO 膚£方飼 Ql!•lll l'kif 9中世）i!i冒f)_ffj>檜1!1
:~. 震 S K02 (~ 止後帆）s0011:111られる l!U構＂り 位II.Aり

” son< 史棺ぶ SJ 04 t櫨と東` 應負 11:A!l （汲111式かれ玖式） S X03と'I)!合I•

s」07tH li-員寮 小児Ii （汲山べ）

SJ 08 t輪u 惰ヽ戴 小児Iii （汲山式）S 000に切らh4

~'IJlill情 SX03 （弥生I• ~後） s JO, と切りが ・区え羞構,,,1菱Uあり

SX⑯ けがしl•I S 005に切られら gえU<>~隻t1あり

小穴..t濾
溝杯 S llOI 舅t/il'!I匹•nt 泣¥/11• 1中費.!','l:'1這掬11!人）◄9 .50H ン -,. 5Dotの仕さの,r能nぁ

り、;j(llfのヽ I.I<検出

5002 慶UHi1riu■ （中員）

S 003 (t方l'4,1m2.1. ,:n11. （中~!)Ill
~1)07 ft/ii'! ,1,112ふ （体生復肩-It餞l”トレン'fSDののにさ，， •I能11.あり

51 6(),,/ S 009 ＂：方 髯叩Jal).t 村胃の!f.f<検出

甕1111,1 s」05 t傭u-~~ 公A付 （虹＾力・W心 s xo.,:, 畢"'・lllit-1/)られる

s」08~-t~ -負東 II~ 館 S 007にり）らILる

心II潰情 SX()It隻ー＂＾力貞に滋釦：~u;, ！体t中）J:Sがはカiii"繁ヽPして出J:してJい,.
印~I.!• Q祀這揖の,r徒tttある

s xoo t-U肖i:il~Iこ~vる i,nlJ・ 撹鼠の •J総11あり
1•,t. -t. 壌

Tab. 5 トレンチ一覧表 15) 
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~~ ンチ 潤企面情 ト レン＋の 概 姿
績 与

杏サ loi) 険出遺 惧 遭 搭の 概 安 出.t.曇富＆びそ"~舅

lOJ 溝跡 S 1)03 東l'i1i~I <ll的Im汰f.JO.Sm j!;I~ 土召・須出召覺 嶺一統69トレンチと鴻査が成復してお

sz 1-S&!l > り~~でIiその重ほ郎分を鯰<

ンナと賃胄） 小穴

53 18.7Sol 
漬柿 S DOI 北~-111東1沖1111約1.2m 軒滅し1,1杞E:t.召
1•1, 

” 30ol 漬状遺構 SDOI惰北1il•J 111約6.8m (,JI. 生,,.後一後帆）Qie閲瓜が1鶯11らり． 檜丘9皇胃に位1すし

345n/ 
、a』I1011111111 ＂北方向 l)lllm以上 (~ 生,,.後～慎棧）SC• レンts0011 s .xo11n鼠さ.tftnltt:員昌

55 
J: 嶋.4• 穴 500! 直•員辺昌"槍畠

漬状遭構 SOOI?東 方 向 1沐生ヽ い検-I奏/Ill>4,SS~ レン+S001の絞さ

％ 311nl S 1)03 S002と同-・遺憎
J:1驚．小穴

SX位 惰北1』やJIこ漬状ヽ こ延びる （弥生）羹菖f)司量u り

竪穴(r.lif諄SHOI •杓面?i影長 (rt)?) 約 ◄ m （クmH>れ：・`がかかる

” 
3<.Sm S 1103 Iヽヽ影II、製綾 SHCIJ」:1nu111畠J:.亀貴Tn知

員員U Wlt賣玉@1
小穴.j: 纂

翌穴邸篇SliOI 予ヽ方 i艮方 ? Jli長 f~ 'llilm トレン.,.ヽこ一品がかかる

鵠 25.5.I .t嶋 $Kll2 
小穴、土蠣

fiif:i'ガlil,lfJ!m トレン.,.,こ..郎がかかる

漏絡 $DOI 庸u＂ii＇巾n!.Sd駅0ヽ • な面に炭棗中品分あり

59 22.5付 $ 1)02 庸t 1bn1.s~ 2 • ~nll.S• 上轟より須.±乏玉5出柘土． 
島費6得

小穴.:I: 塙

00 19.S,,( 
小穴，土讚

GI 19.Snl 
Pl 長9澤，， tlUXO.I• I樋Sm) tレン＋に・・品がかかる
p •• p 5 不'.;!.ll<>J:I!

偽II S DOI 東力向 m約3m {I!; 生後前）

SD位 東頁方向 •llf.l3m （弥生検前）

62 36~ S DOJ 寮lli1iJal? 鉄IllI占14-令A) s002の.1-.面を切るi鼻統
r,;r穴 SKい 平面円形かII円形 (~: 生•1'!11) 袋状 S 002に切らllる

“ 
1,SM 

llll 101111 IIU 胄北ガlnl （弥生,,,一後） “ふH レン-tS DOICS XOl),Sli• レ.. ンチSX03の絞さ

,.5叶
llll 1011(1110 胄北9沖I （弥生中～債） >I. YIり;,fSDOI fS XOII 5'• lo;, fSJO.,I)量さ

“ 土績， 小穴 平面'I'定影？ SOHt愕↓

瀑状遺揖 (SDOI)東西方向 rir約rl!0.7m （弥虹I• -後） おトレンチSXOJH近,:接し渭方にi
出したトレン+.SDOIUS<; トレン＋

応 7.Soi S 003の絞さであり． 一連の頃丘墓l1i
溝請 SDO! 鑽に位責するi農状遺揖の＂鳩謁 9こなる
t鴫 平面1i形のものが2基 トレンチに一狐がかかる

“ 
I I.ZS.t 

溝状遺膚 SDOI 54,55,56,63、64,6.Hレンチで検出し

小穴 た溝状遺揖の北濯

67 IS,r lllll0111llfll 慣北方向 ,1,約Sm 6o;,., ン.,.のi鼻状遺111s001の駐さ

総 JJ.Sol 溝路 ｝い1伽噌l帽叩いサ鱒•m心”拿駄↓

揖鱈 S DOI-A 東i!i1i l•l II員から直ガヘ延Uるり員，，aさ

69 •8,7S,I S 001-B 東丙プii句 員●からjlj方ヘヽ u,り量，，鼠A

72 (・ll!SHレ代債 ,1, 約2.5,n 外盪~llさ SDOI-A!Jil-S~員1こ惰＄された

73 ン＋と黛債）
土讀？ m• ンfl>t暑l!lliに←・IIがかから
Jヽヽ穴

10 ISnf 濤駐 SOOl 東1'<111•1 ,1, 約..... 外濠の絨さ [69f レン tSOOl • A の1lさ）

71 25.5.1 
溝鯰 SDOI 東ii~l Ill約Sm 外濠の紐さ (70~ レン十SDOIの絞さ1
1•1( 

Tab. 6 トレン十一屁表 (6) 
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"'"'ンチ 頃査釦積
トレン・,. の 概 妥

寄サ 似）
蝙 ~ 

検出 ill撮 遺携 の 概安 ＆土量奮&Uぐ ~lj員

＂ '°"' 浪鰭 S DOI lli1'i1/向 巾約4.Sm (-lj: 生,.閉～後閉）外贔＂鼠さ lllfレ>+SDOJ<>とさi

溝鰭 S DOI llt1i肖印約Um泣約1,1●

75 8.4.! SD02 ll!Jt1沖I Ill l m以上 晨員n11裏晨8
甕n蔦 S 003 主輪渭北 成人Ill? (,II; 生中J！レンfl:-畠がかかるIS001<>6●l 

1渭i遺携 SXOI"'北ガ向 搭ら込みの可能仕あり

sxo2 llltJl(jlj力阿 '!'定影l'i鼻状"延びる

S X03 膚軍～北西1i向"'ぶ)0.6 潰状に延びている

i6 邸d ~Im 

S XO< 平面不定影 トレンチ1こ・鉛がかかる

s xos り潅i~'定影
小穴

” <5.1 
小穴 いヽ ンが収皇lt'!Cfぃ

冨Hン令頁畜皇ft近t:IJ量愚らtさしのは晨出さhず

78 <2.15.! 
＊抗 ｝ レ ンt~•~贔り込,.H 

Hウが収畠"ばlit>贔り込みあり(il員1)

79 .. ., 溝状遺隕 S001＂北 1i向 111約4.Sm 、H畠ぶ9品、n~.11 溝状の裕ら込み

S 002 llf北方"'' tit約I.Gm 潰状の活ら込み

80 '5of 
IIJIJな這鳩愚 ＊層品lll*.艤冒UH<含い情""ヽ ,.. , ヽ•

＊製U l! WlllH!itlH~U•l 

81 <6.!,ol 明縄な遺携竪 停しい削,,,をう,,ている

82 38nl 小*

溝轄 S001 え軍ー胄遺~ll!IJ ll!h 磁 川か細 外濠の絞さ(7Hvン+S001の絨さ）

(SDOO) uガ肖 i,nu. 塁l'lOJo
83 36.{ ”甕 （覺If(~? ) 1111貞2 釦嘘はり1111・.tll釦

SJ ?02 
、9、穴

訊 60nf 明縫な遠鳩島

記 "'" 漏往 S001 北l'i-lM直ガ"4111約Im Ot1U i1t1.>tSD鰤IJMIU!f'I I• lff Iい•

邸 Onl IIJ縫な這情皇 湿地

町 16n< 明縞な遺情壁 泣比

鯰 <Sol 町嬬な辺携島

訳 Snl 漬葬 S 001 Ulf直州方向 ,1,r,o.9m Jiuuei~} f SDl'IUl"IUU1" If flい9

Tab. 7 トレン.,.一覧表 (71

凡例

弥生前 ，..弥生時代前期 弥生中・・・弥生時代中期 弥生後・・・弥生時代後期

中 ~JJ ... 弥生峙代中期初頻 中 li, …弥生時代中期前半 ，！， 中・・・弥生時代中期中頃

中 後．．．弥生時代中期後半 •l• :I< ... 弥生時代中期＊ 後 ？））．．．弥生時代後期初頭

後 liii…弥生時代後期前半 後 後 ・・・弥生時代後期後半 後 末 ．．． 弥生時代後期終末
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5. 主な出土遺物

今回の綱査で出土した遺物は、ほとんどが弥生時代のもので土料 ・ 石笞 • 土製品 ・石製品 ・

鉄器 ・ 木製品 ・ 符銅器・金属塊がある。 他に、古項時代の土器 · 鉄粒、奈良 • 平安時代の土沿 ・

淘器 ・ 中世の土器 ・淘磁器・ 瓦•石製品などが出土している。

(I)弥生土器 (Fig.29~44・46.J ~ 179・186~ 188 PL. 11 ~ 13) 

25・29トレンチSDOI (弥生前期環濠）の出土土器 (Fig.29・30 J -13 PL. II) 

弥生前期環濠の出土の土器で前期前半～中期初頭の甕 ．壺 ．鉢・ 盗がある。図示してないが、

前回関査では前期前半の壺・高杯も出：tしている。

売 (I~5・8 ~12・17・18) Iは口絃部がゆる＜外反し、沿部全面に刻目を樟す。2~

4・9・10は口緑部と口縁下に刻目を有する断面三角形の貼付突否を巡らしている。8・11は

口緑部に大さな突帝を巡らすが刻目は有しない。12は口緑部が逆＜字状をなす。 5はIf部で．

はぽ平底で鋸がわずかに広がる。

壺 (6・14・15・16) 6 • 14・15は口緑部が外反し. 6は端部に刻目を施す。頸部に 2条

の沈線を巡らす。16は大型で口給部が外反し端部の上面が肥肛し．外面にJtl)目を緒こ している。

頸部に断面三角の貼付突帝を巡らす。外面はT*にヘラ磨さされている。

鉢 (13・20) 131幻日部がく午状に強く屈曲 し、口秘部がわずかに外反する。内外面はT寧

にヘラ庖きされている。2011ミニチュアの鉢で口紺部に断面三角の貼付突帝を巡らしている。

盗 (7・19) 7はつまみ部が開き上面は中央がわずかに凹&.19はミニチュアの蛋でつま

み部は、 11ば垂直に延び。上面が大き く凹む。 外面に指頭圧板が残る。

11トレンチSK04の出土土器 (Fig.32・31~42)

はとんどが弥生中期前半の土器で甕． 壺 ．鉢・ 支脚がある。他に数点の中期初頭の土器（甕）

と1点の前期の土器 （甕）が出土している。

甕 (31-33・36・40~42) 36は口枯部に丸味を帝びた肛手の貼付突窃を巡らす。31~331;1

口縁部が逆＜字状をなし.32・33は口縁部下に断面三角形の貼H突奇を 1条巡らしている。40

-42は底部が、わずかな上げ底になる。42は1勺面には煤が付消している。

壺 (34・35・37~39) 34は頚部がゆる ＜外反し．口緑部が鋤先状をなす。外面11T寧にヘ

ラ磨さされている。35と同一伽体になると思われる。37・38は小型の数で口緑は外反し、内外

面はヘラ磨さされている。35・39は底部でわずかに上げ底で、外面はヘラ岩さされている。

54• 55トレンチS001出土土器 (Fig.39~43・121~170 PL.12・13) 

tJ'l丘g東側の溝状遺揖出土の土路ではとんどが中期後半～後期前半の売 . '1>..}苫杯• お台 ・

鉢で。他に少黛ではあるが後期後牛と思われる史・ 壺も出土している。

吏 (121-128・139~144・I団） 121は口緑部が逆＜字状でIi£部は印くやや上げ底気味にな

る。139は口絃部かT午状をな し内側に張り出す。122-124は口緑部がくのキ形で桐部は砲弾
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形をなす。140・141・ 144は、くのキ形の口給部内1111が丸味をおびている。141は服部が強く張

り、 1441:l頸部に断面三角形の突帝を巡らす。142・143は口緑部と胴部との境に断面三角形の

突否を巡らす。143は口緑嬬邪に細かな刻目を施こす。125~128は底部で平底、わずかに上げ

底になるもの、レンズ気味のものおよび裾広がりの脚が付くものがある。

壺 (130~135・145~ 153・163~ 165) 130は大型の壺で口紺部が鋤先状で．頸部と肩部に浙

面三角形・M字形の突帝を巡らす。外面と類綿内面の一部に丹塗りの痕跡がある131は長類壺。13

2~135・145・146は口緑部が外反し．胴部はほぼ球形になる。147・1481よ胴部があまり張らず甕

に近い。150~152は口絃部が袋状で、151・ 152は頸部に断面三角形 ・白形の突布を巡らす。1531よ

脚付の壺で、胴部中央に断面三角の突帝を巡らし、この突行部分に約90゚ の間隔で 2ケ所の注口

部を有す。163~165は小型の数で口緑部が短く外反する。149は底部で外面にPIIさ痕が残る。

鉢 (136ー138) 136は口縁部がわずかに外反し、底部がわずかにレンズ状になる。lJ/・138

は口緑部がゆるく外反し、底部は137は平底だが138はわずかにレンズ状になる。

高杯 (155~161) 155~1581よ杯部で口緑部が鋤先状で、 156・158は外憫へ垂れる。1571よ

口舷部下に断面三角形の突否を 1条巡らす。159~162は脚部で、 159は杯部との境に断面M字

形の突否を巡らし、飼状に長く延びる。1601よ脚裾部近くに断面M字形の突布を巡らし、 1611よ

脚据部が弦く開く 。162は脚裾部が強く屈曲して開き外面に叩き痕が残る。

器台 ・支脚 (129・166~170) 16611筒形器台で脚部の四方に長方形の透しを布する。129・

168• 169は朋部が節状で、口緑部は平底に仕上げている。 167は支脚で受部が内湾して袋状に

なる。170は小破片ではあるが鼓形沿台になると思われる。

62トレンチ ・83トレンチ SD01の出土土器 (Fig.44・171~179 PL.13) 

弥生後期の外濠上部の出土土笞で弥生後期前半～後半の甕・ 壺．鉢・器台がある。

甕 (175・177) 175は口縁部がゆるいく字形で、胴部は砲弾形をな し、裾広がりの脚を有

する。外面に斜方向の叩き痕が残る。176は小型の甕で口緑部がく字形をなす。1771;1底部でわ

ずかに上げ底になる。

壺 {l71~174) 171• 173は口縁部が袋状で173は明瞭な稜がつく 。顎部と胴部中央に断面

三角形 ・台形の突帝を巡らす。172は口絃邪が短く外反しijj!部中央に断面三角形の突帝を 2条

巡らす。1741よ黒頸壺で胴祁中央に断面三角形の突帝を 1条巡らす。

若台 (179) 朋部は筒状で面取りされている．口緑部外目に斜方向の刻目 （叩き）を施こ

し．上面は平坦に仕上げている。体部と口緑部上面にllpき痕が残る。

鉢 (178) 口綽部が内湾し．端部は平坦に仕上げている。底部は丸底に近い平底になる。

その他の弥生土器 (Fig.31・33~謁.20~30. 43~ 120. PL、II)

田手二本黒木地区や妙法寺地区の貯蔵穴 ．竪穴住居跡 ・溝 (20トレンチSKOi・02・22トレ

ンチSHOI・S D03・24トレンチ SDOI)から前期ー中期初頭の甕 ・壺が出土している。吉野ヶ
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里丘陵地区m区の段丘＜ぴれ部をたち切る溝と考えられる 2トレンチ・ 3トレンチ ・12トレン

チSD01から中期前牛～後牛の売 ・壺が出土 しており、後期内濠の延長およびそれに関連する

溝と、思われる46トレンチ$D12、49トレンチSD02・03・50トレンチSD09・51トレンチSD

07からは後期前半～後半の売・壺・鉢・窃杯・器台・支脚が出土している。また43トレンチsxos 
ゃ田手二本黒木地区の15トレンチSDOIからは祭祀JI!土沿を含む甕・壺・鉢・砧杯が出土している。

(2)石岱 (Fig.18.189~204. Pし.14)

石鏃 (l89~194) 189~192は打製石鏃である。189は訊耀石製で基部と術側辺に浅い挟り

がある．重沃13g.190~192はサヌカイト製で、 1901よ薄手で基部の袂りはわずかである。煎

il:J.Gg 。 191 ・ 1921:t~手で柳菜形に近い。煎黛は191は7.0g.192は2.4g。193は大型の磨製

石鏃で恥製石剣の再利Illと思われる。1R・i:8.8g。

磨製石剣 (194~196) 194• 196は切先部、 1951:t碁部である。194は両面に縞を中心に して

ほぼ対称に石材の縞がみられる。

窪製石斧 (197・198・203・204) 197は柱状片刃石斧で刃部を欠mしている。19811快人片

刃石斧で、断面は逆台形をなし、刃部に使用によるJJがこばれがみられる。203は太型蛤刃石

斧で全面を庖いており．体部にわずかに1属打痕が残り、玄武岩製。204は小型で撥形に近い。

全面を紐いているが、体部の約半分に1出打痕が残り、刃部に刃こばれがみられる。蛇紋岩製．

石包丁 (199~204) 199~201は背が直線的で刃部は外湾する。202は村が丸味をおびる。

孔はすぺてn部よ りにあり、両側より穿孔している。2011.1刃部に刃こぼれがみ られる。

(3)土製品 ・石製品 (Fig.18.206~217, Pし.14)

柄杓 (212) 柄の断面はほぽ円形で径1.5~2.lcm、長さ約 7cm。身は深く、鉢形をな し往

6cm、深さ4.むm。全面に指頭圧痕が顕若に残る。

勾玉 (206) 土製の勾王で固端は尖 り気味に仕上げている。孔は術側から穿っている。

土揮 (207~210) 長さ3.5~5.9em、位大径2.8~3.2em.頂Jil:12~41g。209は大型で全面

が丁*'こ俎かれている。208には外面の一部に丹旅りの痕跡がみられる。

舌状土製品 (211) 下踏部付近を欠捐しているが断面が円形で下部がやや太くなる。上111l

は扁平に仕上げ孔を両llllから穿っている。

紡錢車 (213-217) 213~2151.1土製で径4~5.lem、最大厚l.3~1.7em。214は全面に、 2

151よ一部分に丹旅りの痰跡がみられる。216・217は石製で鬱径4.4~4.7cm、最大印0.65~0.75

em。 2161よ片面に l~t.~面が残IJ?lは未貫辿である。

(4)鉄器 (Fig.19 218-221. PL.14) 

鉄斧 (218,221) 2181よ.17 トレンチの検l.ll面より出土した。 全~l0.8cm 、刃幅6.6cm.

沿iさ （現存）3.1cm、匝み0.4~0.6em.訪造品と考えられる。片刃で断面形は側面でやや影みを

もつ長方形であ り、刃部で祐干撥形にひらく 。側面の一部に鋳”の合せ目 らし き怜起が認め ら
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れ、鋳型は双合笛と考えられる。表側の袋部付近を欠損しているが、袋部端に凸否1よみられない。

2211よ、 25トレンチの検出面よ り出土した。全長6.85cm、現存刃幅1.05cm(推定2.45)、現

存高1.5cm.片刃の鉄斧で、刃部で若干の開きが認められる。袋部は表関の端部付近を欠損L

ており、断面形はほぼ楕円形を呈する。鋳造か鍛造かは判翫し難い。

鉄鏃 (220) 62トレンチのS003より出土した。現存長5.4cm、身幅3.05cm(推定3.2cm) 、

茎幅O.&m(現存沿部）、 身厄み0.4cm、茎厚み0.45cm。圭頭をもつ鏃であり、身と茎の境が

明確ではない。身の端部の一部と茎の端部を欠損しており、身から茎にかけて綬く反っている。

219は、 54トレンチのS001より出土した。 現存長5.65cm、位大幅2.1cm、厚み0.7~0.Scm.

片側の婿を欠損しており、平面形l;/.-IAJ葉形に近い。斬面形は中央部で膨らむ楕円形を呈する。

鉄鏃とも考えられるが鉗膨れの可能性もあり、明確な器植は不明である。

(5)鋳型 ・鏡 (Fig.45、180 Pし.14)

銅矛鋳型 (180) 鋳型は片方の端部に近い部分で、全体の約 3分の 1が残存しており 、最

大長10.5cm、最大幅5.&m、最大序3.75cmを測る。横断面はほぽ長方形で両面に型が彫り込ま

れており、片面が袋部でもう片面は切先に近い刃部である。彫り込まれた矛の残存部の寸法は、

袋祁で長さ7.3cm、最大柑2.6cm、最小幅1.9cm、最大深1.1cm、最小深0.65cmである。刃部は

切先部を欠損しており、最大長8.8cm、最大幅3.85口、最大深0.55cmである。袋部には、下半

部の中央に近い邸分に 3条の節否とその両脇1こ耳が彫り込まれている。刃部には断面半円形の

脊と切先部付近に鏑の稜が彫り込まれているがあまり鋭くない。餅造の際の沿口は、袋部につ

くものと考えられ、その基部から外側にかけて段がつき屈みが薄くなっている。しかし、刃部

の彫り込まれた面が鋳込みの際の熱で黙く変色しているのに対し、この袋部の彫り込まれた面

にはそのような変色は認められない。また、鋳型の両面は平滑1こ仕上げられており、 2次加工

の形跡は認められない。

この鋳型から鋳出される製品は．長さ25cm程度の小型の銅矛で、残存部全体のプロボーショ

ンや袋部の節帝 ・耳などの特徴より細形銅矛と考えられる。両耳付きの細形鋼矛としては、宗

像市久原遺跡からの出土が知られているが極めて稀な例である。

小型伍製鎮 (PL.14) 57トレンチIiiが中央部、地表下約50cmの包含層より出土した。面径

7.&m、緑印さ0.34cmで一部破損している。全体に銹化が進み、緑背で覆われている。錢背は、

紐とその周囲を囲む径2.2cmの突線が確認できるのみで、文様の内容は不明であり、 一段石い

素緑でおわる。汲面は凸面をなす。

その他の遺物と して、57トレンチ北壁より出土した碧玉製管王(Fig.48,205)がある。長さ Jcm, 

径0.3cm。

註

(I)清水比呂之 「久原遺跡」概報古代宗像をさぐる 宗像1fi文化財報告行第19集 1988 
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6. おわりに

今回の発掘調査の概要を述ぺたが、この調査で明らかになったことや、今後の調査と資科整

理に持ら越した問題点等を列卒してまとめとしたい。

{I浩野ヶ里丘陵V地区の確認調査の結果、吉野ヶ里遺跡で、最大規模の環濠集落は予瀾した規

楔より大さくなる可能性が強くなった。即ち、環濠1がff.figの北憫から東へ伸びる方向から見

て、現在の田手）IIを越えていた可能性が出てきた。 項丘墓は中期初頭から中期前半頃の竪穴住

居群を埋め立てて築造されたものと推定しているが、調査前には吉野ヶ里遺跡で穀大規校の環

濠は、 この用丘募を取り込み墳丘慕の北側で反転して市下していく ものと予測していた。 しか

し今回の調査によれば、墳丘墓の西に接して伸びて来たこの最大規揆の環濠は項丘茎の北側で

隅丸の直角状態に90度祈れ曲がり、そのまま直線的に田手川の西岸まで東へ伸びていることが

確認された。この直角に曲がる平面形態は、 m側の田手二本黒木地区の段丘裾部の北西部分の

それと同エのものである。このことは、一定のグランド ・デザインの下に環濠の掘削が行われ

たことを物藉るようである。また1/t丘廷の北東部分では幅2.5mlこわたって濠を掘り残して陸

橋とし、環濠集落の北婿の出入り口としていた。さらに墳丘廷の東方では、溝状遺構を検出

した。上面の規模は、南北長55m、東西の最大幅13mで、内部には弥生中期後半から後期前半

頃の土沿が大量に堆積し、中期後半の祭祀用土笞も見られた。この溝状遺構が数次の掘込みで

形成されたものかどうか、またその性格等の確定については将来の調査の課題である。

(2)] R線路に近い南の田手二本凩木地区の段丘上では、前回の調査で弥生前期前半に形成され

中期初頭頃には埋没したとみられる環濠の西側部分約140mを検出していた。今回の調査で、

その延長330mを新たに確認し、環濠の広が1)をほぼ把担することができた。環濠は段丘の中

央部から一部は東憫斜面を取り込み、環濠の北部は削平によりその北限は不明であるが、雑該

した範囲で約2.Shaの範囲を囲むものと推定される。

ゆ妙法寺地区で上記の通称 ・前期環濠の南方に註定した11トレンチでは、青銅器の鋳造と関連

すると見られる土慣の一部を検出 した。その南の 7トレンチ北部からは鋼矛形を方向を連えて

表裏に彫り込んで鋳型が出土した。土擦は不整円形で、床面及び内部の堆積土中からは焼土と

炭化物、弥生中期前半の土器、獣骨らしい竹片、少量の金属塊が1.1l土した。金属塊は分析の結

果、錫の塊といってよい程の純度であった。 鋳型・錫・育銅器生産との関連が推瀾される遺構

の発見は、吉野ヶ里遺跡で変遷する各時期の集落が持つ機能のみならず弥生時代の青銅岱生産

の在り方と鋳造技術を見直す契機となるものである。

(4紗法寺地区の8トレンチにおいて環濠集落北端の項丘慕の土層 と共通点がある版築様の土層

を検出した。墳丘姦であるか否かは、変遷する環濠集落の基本的な性格と関わる問題であるが、

まず環濠の延長を確認する作寮を先行させた。

(5)吉野ケ里丘陵m地区は東西から谷が入り込んでくぴれている。このくぴれ部分の 2トレンチ
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と3トレンチでは段丘を横切る方向に走る弥生中期の濠をそれぞれ確認した。濠は断面形がV

字形9こなるものと見られる．位大幅が約6m、深さは 2m以上あり、中期初頭頃に掲削された

可能性があり、中期後半頃には埋没したとみられる。この 2地点の濠9こついては、延長部分の

確認など今後の綱査に持ち越した。

(6)田手二本黒＊地四の段5洒開謝部には弥生中期中頃に掘削されたと推定される環濠が巡って

いる。前回の綱査では延長300mを莉認したが．濠内は 1本のトレンチを入れるに止まってい

る。今回はこの濠が南に伸ぴる延長を確認するため. JR艮崎本線の北1111水m部の川手一本黒

＊地区に 3ケ所のトレンチを股定した。この一笞の水田は段Ji:の茜斜面を拓いたものであるが、

綱査地点は段丘そばの低湿地状態の地形であったことがわかった。fllliの80トレンチでは木製

臼が弥生中期末ー後期初頭の土岱と共伴して梵μされた。開m以前の丘陵の形状を勘案すると、

閃濠は調先地点よりは東側の段丘裾部を束附方向,:走り. J R長崎本線と同道34号線を越える

のではないかと推測されたが、次阿の確認綱査に持ち越すこととな った。

(7)吉野ヶ里V地区では、 li雑圃の瀾査で閃濠集裕中心域の酉側緩傾斜面一否で弥生時代後期の倉

崩18棟を検出した。今回はその西及び南憫地液7,500rrtにトレンチを殷定して現在潤査中であ

る。昭和55年に神埼町教r:r委U会がこの西側の水田部で実雑した講査では、遺跡の西方には泣

地状の谷かJIIがあった事が判明している。今回の讃介で砧・床倉庫群の分布は、その北～酉～削

側の地形の落ち込み状態からみて、 三方を谷もしくはHIで限られる約2.2haの範闘と推定され

る。この範囲に同時に存在する倉原数、あるいは倉庫群の変遷などは将米の綱査の課題である。
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